
資
金
助
成
対
象
で
、
未
就
学
児
の
育

ち
を
支
援
す
る
活
動
を
見
守
る
、
佐

賀
未
来
創
造
基
金
の
山
田
健
一
郎
代

表
理
事
（
右
か
ら
２
人
目
）＝
１
月
、

佐
賀
県
基
山
町

　
▽
協
賛
　
住
友
化
学
、
中
日
本

高
速
道
路
、
日
本
た
ば
こ
産
業
（
Ｊ

Ｔ
）
、
東
日
本
高
速
道
路
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
、
ロ
ー
ソ
ン

　
▽
後
援
　
厚
生
労
働
省
、
国
土

交
通
省
、
財
務
省
、
全
国
市
長
会
、

全
国
知
事
会
、
全
国
町
村
会
、
総

務
省
、
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機

構
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
、

都
市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
）
、
内
閣

府
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
、
農
林

水
産
省
（
五
十
音
順
）

長
久
保
赤
水
顕
彰
会
が
開
い
た
、
史
跡
な
ど
を
巡
る

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
＝
２
０
１
９
年
６
月
、
高
萩
市
高
萩

　
地
方
新
聞
�
紙
と
共
同
通
信
が
運
営
す
る
「
第
�
回
地
域
再
生
大
賞
―
コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
て
」

の
各
賞
が
決
ま
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
地
域
を
直
撃
し
、
人
口
減
や
高
齢

化
に
加
え
、
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
対
応
や
医
療
支
援
と
い
っ
た
新
た
な
課
題
を
突
き
付
け
た
。「
誰

ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」
「
地
域
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
」
。
立
場
や
世
代
を
超
え
て
人
び
と
が
連

携
し
て
難
局
に
立
ち
向
か
い
、
支
え
合
い
の
輪
は
広
が
る
。

迅
速
性
に
驚
か
さ
れ
た

日
本
総
研
研
究
員
・
藤
波
匠
さ
ん

　
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
に
取
り
組
ん

だ
団
体
が
目
立
っ
た
。
驚
か
さ
れ

た
の
が
、
そ
の
迅
速
性
だ
。
緊
急

事
態
宣
言
と
同
時
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど

を
フ
ル
活
用
し
て
コ
ロ
ナ
対
応
に

取
り
組
ん
だ
団
体
や
、
通
常
イ
ベ

ン
ト
に
代
わ
る
新
企
画
を
実
践
し

た
団
体
が
あ
っ
た
。
一
方
で
コ
ロ

ナ
禍
に
も
負
け
ず
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
一
層
進
化
、
発
展
さ

せ
、
地
域
の
魅
力
を
引
き
立
て
、

地
域
の
自
立
性
を
高
め
た
団
体
も

あ
っ
た
。
日
頃
の
活
動
自
体
が
不

測
の
事
態
へ
の
備
え
と
な
っ
た
団

体
も
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り

越
え
よ
う
と
努
力
し
た
結
果
、
各

団
体
は
一
層
の
飛
躍
を
み
せ
た
。

先
進
事
例
か
ら
学
び
を

タ
レ
ン
ト
・大
桃
美
代
子
さ
ん

　
２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
世

界
の
移
動
が
制
限
さ
れ
、
経
済
的

に
打
撃
が
大
き
な
年
だ
っ
た
。
対

面
か
ら
非
対
面
へ
。
人
と
会
え
な

い
中
で
ど
う
活
動
し
て
い
く
の

か
。
そ
ん
な
状
況
で
も
、
Ｉ
Ｔ
ス

キ
ル
の
あ
る
若
者
が
関
わ
る
こ
と

で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、
お

店
を
支
援
し
た
り
す
る
仕
組
み
が

素
早
く
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
命
を

つ
な
ぐ
事
例
も
あ
っ
た
。
�
年
も

変
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

く
だ
ろ
う
。
地
域
再
生
大
賞
の
受

賞
団
体
に
は
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。
半

歩
先
に
進
む
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。
つ
な
が
っ
て
変
化
を

進
め
て
ほ
し
い
。

　
【
大
賞
】
佐
賀
未
来
創
造
基
金
（
佐

賀
市
）

　
【
準
大
賞
】
つ
ば
め
い
と
（
新
潟
県

燕
市
）
▽
志
摩
市
民
病
院
（
三
重
県
志

摩
市
）

　
【
地
域
の
未
来
賞
兼
九
州
・
沖
縄
ブ

ロ
ッ
ク
賞
】
東
彼
杵
ひ
と
こ
と
も
の
公

社
（
長
崎
県
東
彼
杵
町
）

　
【
ブ
ロ
ッ
ク
賞
】
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
（
ブ
ッ

ト
）
（
福
島
県
西
会
津
町
）
＝
北
海
道

・
東
北
▽
小
さ
な
村
総
合
研
究
所
（
山

梨
県
丹
波
山
村
）
＝
関
東
・
甲
信
越
▽

Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
実
行
委
員
会
（
福
井
県
鯖

江
市
）
＝
東
海
・
北
陸
▽
三
方
よ
し
研

究
会
（
滋
賀
県
東
近
江
市
）
＝
近
畿
▽

お
か
や
ま
親
子
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
岡
山
市
）
＝
中
国
・
四
国

　
【
優
秀
賞
】

　
北
海
道
・
東
北
　
箱
バ
ル
不
動
産

（
北
海
道
函
館
市
）
▽
オ
コ
ン
シ
ベ
の

会
（
北
海
道
伊
達
市
）
▽
田
子
町
新
田

自
治
会
（
青
森
県
田
子
町
）
▽
釜
石
電

機
製
作
所
（
岩
手
県
釜
石
市
）
▽
ま
る

オ
フ
ィ
ス
（
宮
城
県
気
仙
沼
市
）
▽
北

前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

・
北
前
船
交
流
拡
大
機
構
（
秋
田
ほ
か

広
域
）
▽
や
ま
が
た
福
わ
た
し
（
山
形

市
）
▽
会
津
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
研
究
所
（
福
島
県
会
津
若
松
市
）

　
関
東
・
甲
信
越
　
長
久
保
赤
水
顕
彰

会
（
高
萩
市
）
▽
益
子
Ｗ
Ｅ
Ｂ
陶
器
市

実
行
委
員
会
（
栃
木
県
益
子
町
）
▽
た

か
さ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ネ
マ
（
群
馬

県
高
崎
市
）
▽
鳩
山
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
マ
ル
シ
ェ
（
ア
ー
ル
・
エ
フ
・
エ
ー
）

（
埼
玉
県
鳩
山
町
）
▽
お
も
ち
ゃ
図
書

館
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
　
Ｓ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
（
千
葉
県

市
川
市
）
▽
デ
リ
バ
リ
ー
三
鷹
（
東
京

都
三
鷹
市
）
▽
逗
子
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

タ
ウ
ン
の
会
（
神
奈
川
県
逗
子
市
）
▽

Ｈ
ａ
ｋ
ｕ
ｂ
ａ
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
　
Ｌ
ａ
ｂ

（
白
馬
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ラ
ボ
）
（
長
野
県
白

馬
村
）

　
東
海
・
北
陸
　
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
マ
ル

シ
ェ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
実
行
委
員
会
（
富

山
市
）
▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
み
ん
な
の
畑
の
会
（金

沢
市
）
▽
Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
Ｎ
（
岐
阜
市
）
▽

Ｎ
Ｐ
Ｏ
マ
マ
バ
ト
ン
（
静
岡
県
掛
川
市
）

▽
ま
ち
の
エ
キ
ス
パ
ネ
ッ
ト
（
愛
知
県

春
日
井
市
）

　
近
畿
　
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
（
京
都
府
舞
鶴

市
）
▽
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
セ
ン
タ

ー
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
（
堺
市
）
▽
多
文
化
共

生
セ
ン
タ
ー
ひ
ょ
う
ご
（
神
戸
市
）
▽

大
和
信
用
金
庫
（
奈
良
県
桜
井
市
）
▽

白
浜
レ
ス
キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
和

歌
山
県
白
浜
町
）

　
中
国
・
四
国
　
鳥
の
劇
場
（
鳥
取
市
）

▽
石
見
銀
山
ガ
イ
ド
の
会
（
島
根
県
大

田
市
）
▽
上
下
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
広

島
県
府
中
市
）
▽
学
食
ダ
イ
ニ
ン
グ
　

グ
ラ
ン
マ
（
山
口
県
下
関
市
）
▽
と
く

し
ま
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
（
徳
島
県
北
島

町
）
▽
ち
ち
ぶ
の
会
（
香
川
県
三
豊
市
）

▽
シ
ア
タ
ー
ね
こ
（
松
山
市
）
▽
食
材

応
援
隊
（
高
知
市
）

　
九
州
・
沖
縄
　
ｕ
ｍ
ａ
ｕ
．
（
ウ
マ

ウ
）
（
福
岡
県
久
留
米
市
）
▽
み
さ
と

（
熊
本
県
芦
北
町
）
▽
水
辺
に
遊
ぶ
会

（
大
分
県
中
津
市
）
▽
宮
崎
が
ん
共
同

勉
強
会
（
宮
崎
市
）
▽
鶏
の
生
食
加
工

業
者
協
議
会
（
鹿
児
島
県
南
九
州
市
）

▽
出
前
市
場
（
那
覇
市
）
▽
国
頭
村

あ

だ

安
田
区
（
沖
縄
県
国
頭
村
）

　
子
ど
も
の
育
ち
や
学
び
、
災
害

復
興
、
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
問
題

…
。
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
の
解

決
を
目
指
す
「
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
財
団
」
は
２
０
１
３
年
の
発

足
か
ら
８
年
近
く
に
。
�
年
度
ま

で
に
４
０
０
以
上
の
団
体
を
支

援
、
助
成
総
額
は
８
４
０
０
万
円

を
超
え
た
。

　
「
お
金
を
集
め
て
配
る
だ
け
の

存
在
に
は
な
ら
な
い
。
現
場
の
困

り
事
を
社
会
に
伝
え
、
地
域
で
ヒ

ト
や
モ
ノ
、
寄
付
者
の
思
い
が
込

し

き
ん

め
ら
れ
た
『
志
金
』
、
情
報
を
循

環
さ
せ
る
」
。
山
田
健
一
郎
代
表

理
事
（
�
）は
市
民
活
動
団
体
や
行

政
、
企
業
と
の
意
見
交
換
で
日
々

走
り
回
る
。
時
に
は
水
害
の
被
災

地
で
「
泥
か
き
」
も
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
で
苦
し
む
医

療
従
事
者
、
学
童
保
育
関
係
者
に

は
寄
付
を
募
る
前
に
手
持
ち
の
資

金
を
拠
出
。
民
間
な
ら
で
は
の
柔

軟
性
と
ス
ピ
ー
ド
感
が
強
み
だ
。

　
市
民
活
動
へ
の
寄
付
を
受
け
付

け
て
い
る
佐
賀
県
の
ふ
る
さ
と
納

税
を
通
じ
た
資
金
集
め
に
取
り
組

む
。
休
眠
預
金
を
民
間
の
公
益
活

動
に
生
か
す
制
度
に
基
づ
く
資
金

分
配
団
体
に
も
選
ば
れ
た
。
先
行

的
に
取
り
組
む
団
体
と
し
て
、
九

州
各
県
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
財
団

立
ち
上
げ
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

広
が
る
中
で
の
選
考
作
業
と
な
っ

た
「
第
�
回
地
域
再
生
大
賞
」
。

生
活
が
苦
し
い
世
帯
の
子
育
て
や

医
療
現
場
、
飲
食
店
の
支
援
に
取

り
組
む
受
賞
団
体
が
目
立
っ
た
。

対
面
の
活
動
が
制
限
さ
れ
、
各
団

体
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
仲
間
や
他
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
た
。

▽

地
道
な
対
話

　
大
賞
の
「
佐
賀
未
来
創
造
基
金
」

（
佐
賀
市
）
は
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
財
団
と
し
て
の
実
績
に
加

え
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
た
人
へ
の
迅
速
な
支
援

が
評
価
さ
れ
た
。
当
事
者
目
線
で

市
民
団
体
や
行
政
と
対
話
を
重
ね

て
き
た
こ
と
が
瞬
発
力
を
も
た
ら

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
対
応
で
は
、
中
国
・
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
賞
「
お
か
や
ま
親
子

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（岡
山
市
）

関
連
の
活
動
も
際
立
つ
。
小
中
学

生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
支
援
、
困

窮
世
帯
が
人
目
を
気
に
せ
ず
食
料

を
受
け
取
れ
る
「
公
共
冷
蔵
庫
」

は
Ｉ
Ｔ
を
う
ま
く
活
用
し
た
。

▽

地
域
内
外
と
連
携

　
準
大
賞
「
志
摩
市
民
病
院
」
（三

重
県
志
摩
市
）
は
地
域
と
共
生
し

つ
つ
赤
字
経
営
か
ら
脱
し
た
。
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
賞
「
三
方
よ
し
研
究

会
」
（
滋
賀
県
東
近
江
市
）
も
「地

域
包
括
ケ
ア
」
を
目
指
し
、
地
元

の
多
く
の
関
係
者
が
意
見
交
換
を

続
け
た
。

　
も
の
づ
く
り
の
地
域
は
若
い
世

代
や
消
費
地
と
つ
な
が
り
、
再
興

を
期
す
。
も
う
一
方
の
準
大
賞
「つ

ば
め
い
と
」
（
新
潟
県
燕
市
）
は

金
属
加
工
を
中
心
と
す
る
産
地

で
、
イ
ン
タ
ー
ン
受
け
入
れ
と
い

う
手
法
が
奏
功
し
た
。

　
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
賞
「
Ｒ

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
実
行
委
員
会
」
（
福
井

県
鯖
江
市
）
は
伝
統
工
芸
や
地
場

産
業
の
集
積
地
で
、
工
房
開
放
イ

ベ
ン
ト
を
発
展
さ
せ
た
。
昨
年
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
開
催
し
た
。

▽

魅
力
ア
ピ
ー
ル

　
他
の
受
賞
団
体
も
Ｉ
Ｔ
や
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
力
で

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
た
。
地
域

の
未
来
賞
兼
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ

ク
賞
「
東
彼
杵
ひ
と
こ
と
も
の
公

社
」
（
長
崎
県
東
彼
杵
町
）
は
町

の
青
年
た
ち
と
、
会
員
制
交
流
サ

イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
緩
や
か
に
つ

な
が
る
仲
間
が
核
。
新
規
開
店
や

移
住
促
進
で
結
果
を
出
し
た
。

　
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
賞
の

「Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
（ブ
ッ
ト
）」
（
福
島
県

西
会
津
町
）
は
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

で
地
域
の
景
色
を
変
え
た
。
関
東

・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
賞
「
小
さ
な

村
総
合
研
究
所
」
（
山
梨
県
丹
波

山
村
）
は
「
小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ

ッ
ト
」
で
他
地
域
と
共
闘
す
る
。

　
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

を
踏
ま
え
、
選
考
委
員
に
よ
る
現

地
視
察
と
ビ
デ
オ
会
議
ア
プ
リ
を

通
じ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
併
用
し

た
。
第
�
回
ま
で
の
受
賞
団
体
は

延
べ
５
５
０
に
達
し
た
。

　
高
萩
市
出
身
で
江
戸
時
代

の
学
者
、
長
久
保
赤
水
（
１

７
１
７
～
１
８
０
１
年
）
は
、

日
本
で
初
め
て
経
緯
線
の
あ

る
全
国
地
図
を
完
成
さ
せ

た
。
長
久
保
赤
水
顕
彰
会
（佐

川
春
久
会
長
）
は
赤
水
の
功

績
を
広
く
伝
え
る
た
め
、
幅

広
い
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。

　
赤
水
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地

理
情
報
を
編
集
し
、
庶
民
に

広
く
利
用
さ
れ
た
日
本
地
図

よ

ち

「
改
正
日
本
輿
地
路
程
全

図
」
（
赤
水
図
）
を
作
成
し

た
。
子
孫
ら
が
持
つ
関
係
資

料
６
９
３
点
が
昨
年
９
月
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
。

　
同
会
は
１
９
９
２
年
に
設

立
。
近
年
で
は
史
跡
な
ど
の

現
地
ガ
イ
ド
や
学
校
で
の
出

前
授
業
、
赤
水
図
の
レ
プ
リ

カ
作
成
、
書
籍
や
漫
画
の
発

行
と
い
っ
た
活
動
を
展
開

し
、
重
文
指
定
の
推
進
力
と

な
っ
た
。
会
員
は
現
在
６
８

５
人
と
、
こ
の
１
年
間
で
２

０
０
人
弱
増
え
た
。

　
赤
水
は
日
本
地
図
を
作
っ

た
だ
け
で
な
く
儒
学
や
天
文

・
地
理
、
農
政
学
な
ど
幅
広

い
分
野
に
造
詣
が
深
く
、
当

時
の
学
者
仲
間
と
の
交
友
関

係
も
広
か
っ
た
。
重
文
指
定

を
機
に
各
分
野
の
関
係
者
や

専
門
家
が
赤
水
に
つ
い
て
の

研
究
を
深
め
れ
ば
、
知
名
度

ア
ッ
プ
に
向
け
た
さ
ら
な
る

広
が
り
が
期
待
で
き
る
。

　
同
会
は
、
赤
水
が
学
校
の

教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と

や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化
を

大
き
な
目
標
に
掲
げ
る
。
佐

川
会
長
は
「
実
現
に
向
け
て

顕
彰
会
が
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
け
ば
良

い
か
、
い
ろ
ん
な
視
点
か
ら

の
意
見
を
募
集
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
」
と
話
す
。

　
今
年
も
新
た
な
書
籍
や
漫

画
の
発
行
な
ど
を
控
え
る
。

佐
川
会
長
は
「
重
文
指
定
の

機
会
を
捉
え
て
、
立
て
続
け

に
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
む
。

（
小
原
瑛
平
）
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